
平
成
二
十
一
年
五
月
十
二
日
受
領

答

弁

第

三

五

〇

号

内
閣
衆
質
一
七
一
第
三
五
〇
号

平
成
二
十
一
年
五
月
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

麻

生

太

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
年
金
記
録
に
記
録
の
抜
け
等
の
不
備
が
あ
る
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対

し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
年
金
記
録
に
記
録
の
抜
け
等
の
不
備
が
あ
る
問
題
に
関
す
る
質
問
に

対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

社
会
保
険
庁
に
お
い
て
は
、
年
金
記
録
の
欠
落
や
誤
り
が
あ
る
時
期
に
よ
り
区
分
し
て
記
録
の
整
理
を
行
っ
て
い
な
い
た

め
、
お
尋
ね
の
件
数
及
び
原
因
・
理
由
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

年
金
記
録
確
認
第
三
者
委
員
会
（
以
下
「
第
三
者
委
員
会
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
年
金
記
録
の
訂
正
が
必
要
と
判

断
さ
れ
た
事
案
に
つ
い
て
、
当
該
記
録
の
訂
正
が
必
要
な
時
期
に
よ
り
区
分
し
て
記
録
の
整
理
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、

年
金
記
録
の
欠
落
や
誤
り
が
生
じ
た
原
因
・
理
由
の
分
析
を
行
っ
て
い
な
い
た
め
、
お
尋
ね
の
件
数
及
び
原
因
・
理
由
に
つ

い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

な
お
、
第
三
者
委
員
会
に
お
い
て
年
金
記
録
の
訂
正
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
事
案
の
う
ち
、
申
立
人
が
平
成
十
二
年
一
月

一
日
以
降
の
期
間
に
つ
い
て
、
年
金
記
録
の
欠
落
や
誤
り
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
も
の
は
、
国
民
年
金
に
係
る
事
案
が
百

件
程
度
、
厚
生
年
金
保
険
に
係
る
事
案
が
二
千
件
程
度
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
案
の
中
に
は
、
第
三
者
委
員
会
に
お
い
て
、

一



国
民
年
金
に
係
る
事
務
的
過
誤
の
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
た
も
の
、
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
事
業
所
に
該
当
し
な
く
な

そ

っ
た
後
に
遡
及
し
て
標
準
報
酬
月
額
を
引
き
下
げ
た
社
会
保
険
庁
の
処
理
が
不
合
理
で
あ
る
と
さ
れ
た
も
の
、
事
業
主
が
適

切
に
保
険
料
の
納
付
を
行
っ
て
い
な
い
と
さ
れ
た
も
の
な
ど
が
あ
る
。

五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
三
事
案
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
険
庁
又
は
市
町
村
に
お
い
て
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
又
は
免
除
の
申
請
の

事
実
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
が
現
存
せ
ず
、
ま
た
、
社
会
保
険
庁
に
お
い
て
当
該
被
保
険
者
に
対
し
て
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
当
該
被
保
険
者
に
お
い
て
も
納
付
又
は
免
除
の
申
請
の
事
実
を
証
明
す
る
資
料
が
現
存
し
て
い
な
い
た
め
、
お
尋

ね
の
点
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
所
在
不
明
者
等
を
除
く
当
時
の
担
当
職
員
を
対
象
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
の
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
そ
の
調
査
結
果
か
ら
は
改
ざ
ん
の
事
実
が
あ
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
な
お
、
当
該
調
査
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
年
九
月
九
日
の
年
金
記
録
問
題
に
関
す
る
関
係
閣
僚
会
議
に
お
い
て
公
表
さ
れ
た
「
標
準
報

酬
・
資
格
喪
失
日
の
遡
及
訂
正
事
案
に
係
る
調
査
結
果
に
つ
い
て
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

二



七
に
つ
い
て

社
会
保
険
庁
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
年
金
記
録
の
欠
落
や
誤
り
が
生
じ
な
い
よ
う
、
社
会
保
険
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ

ム
へ
の
年
金
記
録
の
入
力
の
際
に
複
数
人
で
入
力
結
果
の
確
認
を
行
う
な
ど
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
被
保
険
者
及
び
受
給
権
者
の
年
金
記
録
に
つ
い
て
、
欠
落
や
誤
り
が
な
い
か
、
当
該
被
保
険
者
及
び
受
給
権
者
に

お
い
て
も
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
十
九
年
十
二
月
か
ら
平
成
二
十
年
十
月
ま
で
の
間
、
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を

す
べ
て
の
被
保
険
者
及
び
受
給
権
者
に
対
し
て
送
付
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
平
成
二
十
一
年
四
月
か
ら
は
、
「
ね
ん

き
ん
定
期
便
」
を
す
べ
て
の
被
保
険
者
に
対
し
て
送
付
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三


